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   このたびは、紫外線薄型照度計UIT-θシリーズをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
   本書は、紫外線薄型照度計UIT-θシリーズの概要、取り扱い方法、仕様について説明しています。
   また、無償の「BladeNavi SE」（以下BladeNavi）は、紫外線薄型照度計UIT-θ専用のWindowsアプリケーショ
  ンです。UIT-θをパーソナルコンピュータ（以下パソコン）に接続し、”BladeNavi”を使用することで、UIT-θの本
  体設定やデータ取り込みを行えます。
  この取扱説明書はいつでもご覧いただけるよう、印刷して大切に保管してください。

商標について
    Microsoftは米国Microsoft社の商標です。
    Windowsは米国Microsoft社の登録商標です。
    本テキストに記載されているシステム名，製品名等には必ずしも商標表示を記していません。
  

   この「取り扱い上のご注意」では、製品を安全に正しくお使いいただくために、守らなければならない内容や、注意
   する必要がある内容について記載しています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

取り扱い上のご注意
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警  告

●	�紫外線にあたると短時間で目や皮膚を痛めることがあります。測定を行う際には、保護眼鏡を着用し、
素肌の露出がないようにしてください。下記に目に対する安全保護具例を示します。

      ・RS-24U（SPL3～5）　理研オプテック㈱
●	�高温環境下や高照度条件の測定終了直後は本体の温度が上昇している場合があります。
     安全に取り扱えるまで表面温度が下がった状態で回収して下さい。
●	�USBケーブルはコネクター部の変形や損傷のないものをご使用してください。発煙、発熱、発火の原因

となります。
●	�USBケーブルは、製品に添付された取扱説明書の注意事項をよく読み、正しくご使用ください。不具合

や故障が判明した時は、ご使用しないでください。
●	水洗い、分解、改造はしないでください。感電、発火・発煙の原因となります。
●	�USBコネクタから電源供給する場合、USB出力がLimited-energy circuit（エネルギー制限回路）に

適合したPC、またはPCに使用される電源（ACアダプタ）がLimited-energy circuitに適合したもの
をご使用ください。

警  告

ご注意

この表示は「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。

この表示は「人が傷害を負う可能性が想定される内容や物的損害の発生が想定される内容」を示しています。

操作・保守において知っておくと得な製品の性能・誤りやすいミスに関する事柄や、遵守または矯正しない
と製品自体の損傷を与えてしまうことが記載されています。重  要

はじめに
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取り扱い上のご注意

ご注意

●	UV照射により薄型照度計本体の温度が上昇する場合は測定間隔は１分間以上空けてください。
    冷却が不十分なまま繰り返し測定を行うとオーバーヒートして測定不能となります。
●	薄型照度計は光学部品で構成されておりますので、使用する環境（温度・湿度）にご注意ください。
    特に光学フィルタは、規定の温度・湿度の環境下においてその性能を発揮します。規定の環境下から外  
    れた状況では性能も発揮できず、素子そのものの劣化につながります。
    保管はデシケータなど温度・湿度管理ができる状態で保管するなど、環境に十分ご注意ください。
●	薄型照度計の使用後はすぐに収納ケースに収納し、デシケータなど温度・湿度管理ができる環境に保
    管ください。
●	受光部で使用される光学部品は、高湿度環境下（目安として70%以上）で保管されると劣化が進む場
    合があります。この場合、校正は 弊社推奨の６ヶ月より短い間隔で行ってください。
●	受光部にUV光の照射を続けると内部の光学部品が劣化し、照度値が本来の値に比べ低く表示されて
    しまいます。そのため定期的に校正いただくことを推奨いたします。
●	USBケーブルを差し込んだり外したりするときは、無理な力を加えないように確実に脱着してください。
●	薄型照度計本体には絶対に衝撃を与えないでください。衝撃を与えると内部素子の破損および動作
    不良を引き起こすことがあります。
● 必ず静電気除去対策を施したうえでお使いください。

重  要

●	受光部に付着したゴミ・汚れは測定誤差の要因となります。
    測定開始前にゴミ・汚れの付着がないか確認し、汚れている場合には乾いたガーゼで拭いてください。
●	薄型照度計は温度センサを内蔵し内部電子回路の保護をしております。
    許容動作温度範囲を越える高温環境下で使用した場合はオーバーヒートして「TEMP Error」となり、動
    作は停止します。自然冷却を行い、エラーリセットしてください。
●	本受光器は単色光且つ平行光で感度校正されています。
    単色光且つ平行光の光源であれば 同種複数の受光器は同±５％以内の表示をとりますが、ある波長分
    布をもった一般の光源を測定した場合、分光感度特性のバラツキにより同種複数の受光器間で表示の
    バラツキが生じることがありますのでご注意ください。
●	薄型照度計本体の汚れの除去にはアルコールをご使用ください。ただし、受光部とターゲットマーク
    周辺にはアルコールを使用しないでください。アルコールが受光部、本体裏面およびUSB端子穴など
    から内部に入らないように十分ご注意ください。内部に入りますと、部品を劣化させることがあります。
    シンナーおよびアセトン等の有機溶剤は外観、光学素子および内部回路を傷めますので絶対に使用しな
    いでください。
●	本体内部に水などの液体がかかった場合は、ご使用を中止し、お買い上げ販売店にご相談ください。

外国為替及び外国貿易管理法について
本装置及び本装置を使用した製品または本装置にかかわる技術は、外国為替及び外国貿易法の規定により、
安全保障貿易管理関連貨物および技術に該当する場合があります。
日本国外に持ち出す場合には、輸出許可申請等必要な手続きをおとりください。
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リチウム二次電池（CLB電池）取り扱い上のご注意

 この電池は､ 有機溶媒など可燃性物質を内蔵しており､ 使い方を誤ると電池を変形､ 漏液（電池内部の液体が
 外部に出てくること）､ 発熱､ 破裂､ 発火させる原因となります｡ これらは､ けがや機器故障の原因となりますので､
 以下の警告事項､ 注意事項を必ずお守りください｡ 但し､ ここに記載されていない使用方法により発生した障害に
 ついて責任を負うものではありません｡

警  告

●	�電池を､ 水や海水などの液体に漬けたり､ 濡らしたりしないでください｡ 電池がショｰトして発熱､ 破損
    する原因となります｡
●	電池はプラス･マイナスの向きが決められています｡ 充電器や機器に接続する時にうまくつながらない
    場合は無理に接続しないで､ プラス･マイナスの向きを確かめてください｡ 逆につなぐと､ 電池が逆に充
    電され､ 内部で異常な化学反応が起こり､ 電池が変形､ 漏液､ 発熱､ 破裂､ 発火する原因となります｡
●	電池を火の中に投入しないでください｡ 電解液が燃焼したり破裂､ 発火する原因となります｡
●	電池を加熱しないでください｡ 電池内圧が上昇し漏液､ 破裂､ 発熱､ 発火の原因となります｡
●	電池の（＋）と（－）とを逆にして使用しないでください｡ 充電時には逆に充電され電池内部で異常な
    化学反応が起きたり､ 放電時に思わぬ異常な電流が流れたりして電池の変形､ 漏液､ 発熱､ 破裂､ 発
    火する原因となります｡
●	電池の（＋）（－）とを針金などの金属で接続しないでください｡ また､ 金属製のネックレスやヘアピン
    などと一緒に持ち運んだり､ 保管しないでください｡ 電池がショｰト状態となり過大な電流が流れ､ 発
    熱、破裂､ 発火したり､ あるいは針金やネックレス､ ヘアピンなどの金属が発熱する原因となります｡
●	電池に強い衝撃を与えたり､ 投げつけたり乱暴な取扱はしないでください｡ 電池が内部ショｰトを起こ
    し変形､ 漏液､ 発熱､ 破裂､ 発火する原因となります｡
●	電池に釘を刺したり､ ハンマｰで叩いたり､ 踏みつけたりしないでください｡ 電池が破壊､ 変形され､
    発熱､ 破裂､ 発火する原因となります｡
●	電池を分解したり､ 改造しないでください｡ 絶縁物などを損傷させ電池が発熱､ 破裂､ 発火する原因
    となります｡
●	電池は長時間使用しない場合でも､ 6ヶ月に一度は充電を行ってください｡ 充電を行わない場合､ 過度
    な放電による電池内部の異常な化学反応によって､ 電池の性能劣化や寿命を低下させる事があり､ 電池
    の変形､ 漏液､ 発熱､ 発火の原因となります｡
●	電池の充電は当社指定の充電条件を守ってください｡ その他の充電条件（指定以外の高い温度､ 指定
    以上の高い電圧／大きな電流､ 改造した充電器など）で充電しますと､ 電池が変形､ 発熱､ 破裂､ 発
    火する原因となります｡
●	電池を火の側や､ スト ブーの側､ 炎天下駐車の車内､ 直射日光の強い所など､ 電池の温度が高くなる所
    で使用したり､ 放置したりしないでください｡ 高温になると電池構成部品が損傷し､ 内部ショｰトして発
    熱、破裂､ 発火の原因となります｡
●	電池は指定機器以外で放電しないでください｡ 指定機器以外の用途に使いますと､ 機器によっては異
    常な電流が流れたりして､ 電池が破損したり､ 発熱､ 破裂､ 発火の原因となります｡

安全性・良好な使用に関する遵守事項
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●	電池は飲み込まないようにしてください｡ 特に乳幼児の手の届かないところに置いてください｡
    万一､ 電池を飲み込んだ場合は､ すぐ医師に相談してください｡
●	電池を電子レンジや高圧器に入れないでください｡ 急に加熱されたり､ 密閉状態が壊れたりして発熱､
    破裂､ 発火する原因となる恐れがあります｡
●	電池の使用､ 充電､ 保管時に異臭を発したり発熱をしたり､ 変色､ 変形､ その他､ 今までと異なること
    に気が付いたときは機器あるいは充電器より取り出し､ 使用しないでください｡ そのまま使用すると､
    電池が発熱､ 破裂､ 発火する原因となる恐れがあります｡
●	電池が漏液したり､ 異臭がするときは直ちに火気より遠ざけてください｡ 漏液した電解液に引火し､ 破
    裂 ､ 発火する原因となる恐れがあります｡
●	電池が漏液して液が目に入った場合には､ こすらずにすぐに水道水などのきれいな水で十分に洗った後､
    直ちに医師の治療を受けてください｡ 放置すると液により目に障害を与える原因となる恐れがあります｡
●	充電の際に所定の充電時間を越えても充電が完了しない場合には､ 充電をやめてください｡
    電池が発熱､ 破裂､ 発火する原因となる恐れがあります｡

●	電池を火の側､ スト ブーの側､ 炎天下駐車の車内､ 直射日光の強い所など電池の温度が高くなる所で使
    用したり放置したりしないでください｡
    高温になるとセパレｰタｰが損傷して内部でショｰトして発熱､ 破裂 ､ 発火する原因となります｡
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概
要

製
品
の
特
長

概要 
    �UIT-θシリーズは電源を内蔵したコンパクトな紫外線薄型照度計です。
    特定波長域の放射照度測定が可能で、単体でのロギング測定を行えます。
	 Microsoft Windowsを搭載したパソコンに接続することにより、専用ソフトで本体設定やデータ取り込みが行え
    ます。

製品の特長
 	 （1）	 薄型照度計はお客様のアプリケーションに合わせて2通りの測定を行うことが可能です。
		  ①薄型照度計単体でのロギング測定（内蔵充電池による動作）
		  ②薄型照度計本体をパソコンに接続してのリアルタイム測定（接続先パソコンのUSBから電源供給）
 
	 （2）	Microsoft Windowsで動作する薄型照度計用アプリケーション”BladeNavi”を用意しております。これを
			   使用することで、本体の設定やステータス確認、データの取り込みやグラフ表示を行うことが可能です。
			   また、測定したデータをcsv形式のデータとして出力することも可能なので、表計算ソフトなどのアプリケーショ
			   ンで再加工もできます。

7Copyright © 2020, USHIO INC. All Rights Reserved.DOC1050920-03



は
じ
め
に

取
り
扱
い
上
の

ご
注
意

概
要

製
品
の
特
長

測
定
器
の
構
成

シ
ス
テ
ム
構
成

本
体
各
部
名
称

ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル

測
定
方
法

BladeN
avi

の

使
用
方
法

ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

保
証
と

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

仕
様

免
責
事
項

そ
の
他

システム構成
    本器の基本的なシステム構成は以下のようになります。

測
定
器
の
構
成

シ
ス
テ
ム
構
成

ご注意

UIT-θシリーズは、パソコンのUSBポートに直接接続してください。
USBハブなどを介して接続した場合、正常な動作を保証できない場合があります。

測定器の構成
 （１） ..........................................UIT-θ本体（USBカバー付） 1台
 （２） ..........................................USBケーブル   1本
 （３） ..........................................収納ケース   1個
  
  CD-ROM※1

  A．BladeNaviソフトウェア
  B.   取扱説明書 （電子データでの提供になります）

  
          ※1 CD-ROMは、標準で付属しておりません。
         ご希望のお客様は、お手数ですが弊社営業または、購入先へお問い合わせください。

パソコン
（お客様でご用意ください）

UIT-θ本体

USBポートへ接続

UIT-θ本体
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本
体
各
部
名
称

本体各部名称

 ①受光部
  測定対象の光の取り込み口です。
  スポット光の場合、受光部の周りを取り囲んでいるターゲットマークを目印に照射してください。
 ②スリープ解除スイッチ
  本体のスリープ状態を解除します。

 ③状態表示LED
   ロギング測定時、本体の状態を表示します。
 ④測定レンジ切替スイッチ
   本体の測定レンジを切替えます。
 ⑤USBインターフェースコネクタ
   USBケーブルを接続します。
   後述のロギング測定中は、本体付属のUSBカバーを装着して、USBインターフェースを紫外光から保護
   してください。

①受光部

②スリープ解除スイッチ

③状態表示LED

④測定レンジ
   切替スイッチ

ターゲットマーク

本体正面本体左側面 本体背面

本体下面

⑤USBインターフェースコネクタ
    （USBカバー付）

スリープ解除スイッチは、先の細いもので、軽く押すようにしてください。
強く押した場合、スイッチが破損し、測定できなくなる恐れがあります。重  要
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ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル

ご使用の前に
 	 測定するためには、弊社HP から無償アプリをダウンロードしていただく必要があります。※２

 	 会員登録後、以下のURLにて最新版アプリのダウンロードを行ってください。
	 （URL：https://member.ushio.co.jp/jp/members/mypage/products/=/product=1016）
	 ※２ CD-ROMでの提供も行っております。
	   ご希望のお客様は、お手数ですが弊社営業または、購入先へお問い合わせください。

	 ・未充電状態の場合、フル充電までおよそ3～4時間が目安になります。
	 ・充電は、薄型照度計本体とパソコンをUSBケーブルで接続し、パソコンが動作している間に行われます。
 	   （充電のために、”BladeNavi”で特別な処理を行う必要はありません。）
	 ・フル充電状態での動作時間の目安としておよそ1.5～2時間になります。

お買い上げ時、薄型照度計本体は十分に充電されていない場合があります。
はじめてお使いになる際やバッテリー残量が少なくなった場合は、充電してご使用ください。
また、6カ月に１回は充電してください。

重  要

BladeNaviをインストールする前にUIT-θを接続しないでください。
もし、接続した場合は、デバイスマネージャーでUIT-θのUSBドライバーを削除してください。
BladeNaviが接続できなくなる恐れがあります。

重  要
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アプリのインストール

	 ドライバのインストール手順
	 ①ダウンロード、もしくはCD-ROMより、２個の圧縮ファイルをパソコンのデスクトップ等にコピーしてください。

   

     

                                         

　

   　②uit_theta_usb_win10.zipを解凍してください。

	 　解凍すると下図２個のファイルがありますので、uit_theta_usb_win10.infを選択し、右クリック

	 　で「インストール」を選択してください。

         (uit_theta_usb_win10.catとuit_theta_usb_win10.infファイルは同じフォルダ内においてください）

　　③以下のダイアログが表示されると、インストール終了です。

　　　

　　　　　　

	  

ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
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アプリのインストール

　　アプリのインストール手順

①事前に旧バージョンのアプリがインストールされている場合は、アンインストールしてください。

         URL、もしくはCD-ROMよりダウンロードしたBladeNavSE_Ver1.00_Installer.zipを解凍してください。

  　解凍すると下図２個のファイルがありますので、setup.exeを選択し、ダブルクリックで起動してください。

  
     
         
   　②指示に従いインストールを進めてください。インストールが完了したら、終了です。

ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
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測定方法

  １  主な測定の流れ
    測定には、ロギング測定とリアルタイム測定の２つの測定方法があり、以下のような流れで行います。
 使用前には、p.10「ご使用の前に」をご覧ください。

UIT-θ本体とパソコンをUSBケーブルで接続

Windowsアプリケーションソフト”BladeNavi”の立上

測定準備(UIT-θ、BladeNavi)

ロギング測定の場合

  測定
リアルタイム測定の場合

測定位置へ設置

USBケーブルを取り外し
ロギングスタンバイモードへ

  測定準備

測定位置へ設置

BladeNavi画面のSTART
ボタンを押し、測定開始

入光状況により、ロギング測定
（ﾛｷﾞﾝｸ ﾓ゙ｰﾄ゙↔ﾛｷﾞﾝｸ ｽ゙ﾀﾝﾊ ｲ゙ﾓｰﾄ゙ )

  データ取込、保存
STOPボタンで測定終了USB電源供給で、測定終了

測定データ取込、保存 測定データ保存

  (2項）

  (３,4項）

  (5項）
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    本体の測定レンジ切替スイッチを切替えることで、測定レンジ(分解能)を変更することができます。
　 予め測定範囲をご確認の上、設定してください。（測定範囲がわからない場合は、大きいレンジから初めてください）
　 各レンジの測定分解能および測定可能照度は以下の表となります。

  ２.１  UIT-θ本体の準備

測定レンジ 測定分解能（mW/cm2） 測定可能照度（mW/cm2）

H 1 0～20,000

M 0.1 0.0～2,000.0

L 0.01 0.00～200.00

測定レンジ 測定分解能（mW/cm2） 測定可能照度（mW/cm2）

H 1 0～9,999

M 0.1 0.0～999.9

L 0.01 0.00～99.99

H  M
  L

UIT-θ本体
(裏面)

機種：UIT-θ365

機種：UIT-θLED

測
定
方
法

  ２  測定準備
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     ここでは、アプリケーションの準備を行います。
	 ①パソコンのWindowsアプリケーションソフト”BladeNavi”を立上げます。

	 ②UIT-θ本体とパソコンをUSBケーブルで接続します。
	 ③”BladeNavi”メイン画面上のConnectボタンをクリックして、UIT-θ本体とパソコンの通信を開始します。

	 ④右の[Setting]ボタンをクリックし、Setting画面から、測定レンジを設定し、準備を完了します。
　　 他の各測定モードの詳細設定は、”８．Setting画面”を参照し、設定してください。
　　 　                          

  ２.２  アプリケーションの準備

BladeNavi

測
定
方
法

UIT-θ本体の測定レンジ切替スイッチのポジションとBlade NaviのSetting画面での測定レンジは、
必ず一致させてください。
UIT-θ本体側の測定レンジ変更手順については、p.14 「2.1 UIT-θ本体の準備」を参照ください。

重  要
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	 ①UIT-θとパソコンを接続し、通信している状態で、Setting画面を立ち上げます。
　 ②Setting画面内のLogging　Modeの箇所で、ロギング測定に必要な設定を行います。
　 ③通信をしている場合は、［Disconnect］ボタンで通信を解除し、UIT-θに接続しているパソコンのUSBケーブル
   　 を外すと、ロギング準備状態（以下ロギングスタンバイモード）となります。
	 ④ロギングスタンバイモードでは、UIT-θに光が入射され（内部閾値以上の照度）、かつ設定時間（p.27 「Logging
　　 Delay Time」）以上連続で入射された場合、ロギングがスタート(以下ロギングモード）します。
 	 ⑤ロギングモードでは設定したサンプリングレートで照度測定を行い、データをメモリに保存します。
	 ⑥測定を終了したいときは、USBケーブルを接続すると、終了します。
    ⑦また、ロギングモードで光が入射されない状態（内部閾値以下の照度）が設定時間(p.27 「Logging Delay
 　　Time」）継続すると、ロギングモードを終了し、ロギングスタンバイモードに戻ります。
	 ⑧さらに、ロギングスタンバイモードが設定時間(p.27 「Sleep Setting Time」）継続すると、スリープ状態（p.17
　　 「3.2  スリープモードについて」参照）に移行します。※タイムチャート参照

	 ⑨UIT-θはロギングスタンバイモードとロギングモードのサイクルを１サイクルとし、最大で64サイクル分保存
　　  可能です。（測定毎のデータ量の大きさによっては、64サイクル未満の場合があります。）
        また、トータルの最大記録データ数は123,850データとなります。
		   （サンプリングレート100Hzの場合、約20分となります）

        以下の条件ではデータを本体に保存できません
			   ・ 64サイクル分のデータを保存している。
			   ・ データ保存領域の最終エリアまで測定データが保存された。
			   ・ 電池が消耗して測定が不能となった。
			   ・ 本体に異常が発生している。（詳細はトラブルシューティングをご参照ください。）

測
定
方
法

    ロギング測定とはUIT-θ単体で行う測定方法で、UIT-θは照度測定を行いながらそのデータをメモリ （FRAM）
	 に記録する測定方法です。

  3  ロギング測定

  3.1  ロギング測定手順

ロギングスタンバイモード時の測定したデータはメモリに保存されません。
また、ロギングスタンバイモード時のサンプリングレートは１０Hzです。重  要

＜タイムチャート＞

USBケーブル接続/非接続 ﾛｷﾞﾝｸﾞｽﾀﾝﾊﾞｲ ﾛｷﾞﾝｸﾞ ﾛｷﾞﾝｸﾞｽﾀﾝﾊﾞｲ ｽﾘｰﾌﾟ

（H:接続、L：非接続）

照度検出
（H:検出、L:未検出）

Logging Delay Time Logging Delay Time Sleep Setting Time

H

L

H

L

③ ④ ⑥⑦ ⑧
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  3.2  スリープモードについて

  3.3  状態表示について

 ロギングスタンバイモードが設定時間（p.27 「Sleep Setting Time」）継続の場合、電池の消耗を最低限に抑え
    るためスリープ状態（以下スリープモード）に移行します。※3

　　※３　ロギング測定中に10秒以上60℃を超えた場合も強制でスリープモードに移行します。

 （１）出荷時のスリープモード移行までの時間（デフォルト）は、5分です。
   ”BladeNavi”の設定画面で、5分、10分、30分のいずれかへの変更が可能です。
   （詳細は、p.27 「Sleep Setting Time」を参照ください。）
 （２）スリープモードは以下いずれかの方法で解除可能です。
   ・スリープ解除スイッチを押す。
        本体裏面USB接続口のそばに長穴があり、その内側に押ボタン式のスイッチがあります。
        （詳細は、ｐ.9 「本体各部名称」 ②を参照ください。）
        こちらを先の細いもので1秒程度軽く押してください。
   ・一度USB接続し、再度取り外す。
        （BladeNaviの起動・接続は不要です。この時にソフトを起動し、接続を行っている場合、取り外し
         手順は順守してください）

 本体裏面のスリープ解除スイッチそばにあるLEDにて、本体の状態をご確認できます。
 各状態およびLEDの状態は以下の表となります。

本体の状態 LEDの状態

ロギングスタンバイモード ☼ １回／Sec 点滅

１回以上のロギング完了 ☼ ☼ ２回／Sec 点滅

スリープモード ○  消灯

UIT-θ本体
(背面)
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      リアルタイム測定とはUIT-θ本体をパソコンに接続した状態で行う測定（以下、リアルタイムモード）で、照度値
    などのデータはパソコン上に表示されます。

  ４  リアルタイム測定

 ①UIT-θ本体とパソコンをUSBケーブルで接続します。
 ②”BladeNavi”画面右上のConnectボタンをクリックして、UIT-θ本体とパソコンの通信を開始します。

 ③”BladeNavi”の[Realtime]タブをクリックし画面を変更します。
　 ④Sampling Rateを設定し、画面内の[START]ボタンをクリックすることで測定が開始されます。
   測定中は、照度値、ピーク照度値、積算光量値、本体内部温度が更新されます。
   また、グラフ画面にも照度値が時系列でプロットされていきます。
   最大モニタ時間は、Normal Speedの時、5時間、High Speedの時、5分となります。

　 ⑤Stopボタンを押すことで、測定が終了します。
　　 （画面詳細は、p.24 「7.2  Realtimeタブ画面」を参照ください。）

18 Copyright © 2020, USHIO INC. All Rights Reserved. DOC1050920-03



は
じ
め
に

取
り
扱
い
上
の

ご
注
意

概
要

製
品
の
特
長

測
定
器
の
構
成

シ
ス
テ
ム
構
成

本
体
各
部
名
称

ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル

測
定
方
法

BladeN
avi

の

使
用
方
法

ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

保
証
と 

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

仕
様

免
責
事
項

そ
の
他

測
定
方
法

  5  データ取込、保存

	 測定後は以下の手順でデータの保存を行うことができます。

  5.1  ロギング測定の場合

	 ①パソコンのWindowsアプリケーションソフト”BladeNavi”を立上げます。
	 ②UIT-θとパソコンをUSBケーブルで接続します。
	 ③”BladeNavi”画面右上のConnectボタンをクリックして、UIT-θ本体とパソコンの通信を開始します。
　 ④[Data Import]タブをクリックし画面を変更します。

　　

　　　　　　
	 ⑤[Data Import]のボタンをクリックすると、UIT-θに記録された測定データをパソコン側に転送します。
        測定データはそれぞれのロギングモードのデータ毎に転送されます。
　　  例えば、10回分の測定データが保存されている場合、転送処理を10回行います。
	 ⑥データ取り込み完了すると、グラフが表示されますので、X-scale、Y-scaleを選び表示領域を調整します。
		  グラフは、それぞれのロギングモード（１サイクル）のデータをつなげた状態での表示になります。
　　 サイクル毎のロギングスタンバイモードの時間は無視されます。
	 ⑦［Save］をクリックすると、指定したフォルダが表示され、ファイル名をつけて、取り込んだデータをCSV
　　　形式で保存できます。
		  ※	CSV形式のファイルのため、表計算ソフトなどで加工処理などが可能です。
	 ⑧データフォーマットは、”5-3.データフォーマット“を参照ください。
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  5.２  リアルタイム測定の場合

	 ①リアルタイム測定を終了（[STOP]ボタンで終了）後、[SAVE]ボタンをクリックします。
		  指定したフォルダが表示され、ファイル名をつけて、取り込んだデータをCSV形式で保存できます。

STOPボタンをクリックしてから終了してください。USBを切断するなど、STOPボタン以外で終了した場合、
データが消去されます。

	 ②データフォーマットは、”5-3.データフォーマット”を参照ください。

重  要

  5.３  データフォーマット

	 ①リアルタイム測定、ロギング測定とも、同じ形式のデータフォーマットでCSV形式で保存されます。
　 ②データフォーマットは、以下のフォーマットとなります。（実際のデータは、セル間を”,”で区切られています)

Saved Date and Time 2020/11/20/16/08/32 ←保存された日付と時間

Mode Logging ←測定されたモード

Model UIT- θ LED ←測定照度計型式

S/N LED-1234567U ←照度計のシリアル No.

Sampling Rate 100 Hz ←サンプリングレート

Meas. Range L ← BladeNavi 上の測定レンジ

Cal. Wavelength 385 nm ←校正波長

Cal. Coefficient 1 ←校正 Cal 値

Logging Delay Time 2 *0.1s ←ロギングモード開始の時間閾値

Continuous Logging false ←ロギングモード連続測定有無

Number of Data Sections 3 ← CSV ファイル内の測定回数

Temperature Error false ←温度エラーの有無

Memory Error false ←メモリエラーの有無

Number of Data 910 ← CSV ファイル内のデータ数

　（Number は測定回数ごとのデータ番号です）

Number Irradiance Temperature ←以下、各データ（データ No.、照度値、温度）

1 8.76 　（但し、温度は照度値 10 個ごとに１個のデータ）

２ 8.80

3 8.84

・
・
・

・
・
・

１０ 9.19 31.0

・
・
・

・
・
・

369 0.04

e30a8701e1325bb5db938df832b72f29 ←チェックサム（データ上意味はありません）
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  6  校正CALについて

	 校正CALは入力した数値を検出した照度値に乗じて照度表示値を補正する機能です。本機能はリアルタイム測定、
	 ロギング測定で有効な機能です。

	 [Setting]画面から、校正CALの設定ができます。
	 入力範囲は、0.30～10.00で、初期設定値は「1.00」です。また、有効桁数は小数点以下第2位までです。（小数
	 点以下第3位以降は切り捨てられます）
	 表示される照度値は、UIT-θで測定した照度値に、校正CALの値を乗じた値となります。校正CALの値を変更
	 することで、照度表示値の補正を行うことができます。

	 リアルタイム測定の表示値やロギング測定データ（UIT-θ本体データ取込時に校正CALの値が乗じられる）が、
	 [UIT-θ測定値×校正CAL値]として、出力されます。
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BladeNaviの使用方法 

 UIT-θで使用するBladeNaviの使用方法について説明します。

  7  メイン画面

 メイン画面には、以下の主な共通ボタンおよび表示（本画面は、Realtime画面）があります。

通信接続/切断ﾎ ﾀ゙ﾝ
本体とパーソナルコン
ピュータを接続／切
断する時に使用します。
<ｐ.14>

メニュータブ
Data Importのタブは、ロギング測定
Realtimeのタブは、リアルタイム測定
FileViewerのタブは、過去の保存データ表示
をメインにお使いいただけます。<ｐ.23~25>

グラフウィンドウ
照度のロギングデータ
を表示します。
表示ポイントは、レン
ジによって変更されま
す。

カーソル位置表示
X1,X2,Yカーソル 位置
での値を表示します。
<ｐ.26>

XYスケール設定
グラフのスケールを設
定できます。<p.26>

Settingボタン
Setting画面を開きま
す。<ｐ.27>

設定情報表示
θ本体内部の設定情報を
表示します。
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  7.１  Data Import画面

BladeN
avi

の

使
用
方
法

項目 説明

■Sampling Rate CSVデータ内（測定時の設定）のサンプリングレートの値を表示します。
■Mes Range CSVデータ内（測定時の設定）の測定レンジの値を表示します。
■Cal.WL CSVデータ内（測定時の設定）の校正波長の値を表示します。
■Cal.Coef CSVデータ内（測定時の設定）の校正CALの値を表示します。

■Data Importボタン
ロギング測定した後、データをインポートするときに使
用します。
詳しくは、"5.1　ロギング測定の場合”を参照ください。 

■SAVEボタン
データをインポート後、保存するときに
使用します。

■SAVEボタン
データをインポート後、保存するときに
使用します。

 データインポート画面では、ロギング測定後にデータをθ本体からインポートすることが可能です。
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  7.2 Realtime画面

BladeN
avi

の

使
用
方
法

項目 説明

■Irradiance 現在の照度値を表示します。
■Peak Irradiance 測定開始時からの最大照度値を表示します。
■Accum Irradiance 測定開始時からの積算光量を表示します。

（積算値の桁表示オーバーの時は、背景が赤色に変わります）
■Temperature 現在の本体内部の温度を表示します。

■STARTボタン
リアルタイム測定を開始させるときに使用します。
詳しくは、"４ リアルタイム測定”を参照ください。

■Sampling　Rate設定
Normal Speedは、２Hz、High Speedは、512Hzでロギングします。
詳しくは、"5.2　リアルタイム測定の場合”を参照ください。

■SAVEボタン
データを保存するときに使用
します。

 リアルタイム画面では、リアルタイムで測定したデータを表示、保存することが可能です。
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7.3  File Viewer画面 

BladeN
avi

の

使
用
方
法

■Loadボタン
過去セーブしたファイルをロードしたいときに使用します。

項目 説明

■File Name CSVファイルの名前を表示します。
■Sampling Rate CSVデータ内（測定時の設定）のサンプリングレートの値を表示します。
■Mes. Range CSVデータ内（測定時の設定）の測定レンジの値を表示します。
■Cal.WL CSVデータ内（測定時の設定）の校正波長の値を表示します。
■Cal.Coef CSVデータ内（測定時の設定）の校正CALの値を表示します。

 ファイルビューワ画面では、データインポート画面、リアルタイム画面で保存したデータファイルを読み込み、
　 表示させる画面です。
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  7.4 カーソル位置表示、XYスケール設定

■Irradiance
Yカーソル位置の値が表示されます。

■Peak Irradiance
X1・X2カーソルの範囲内の照度値で最大の照度値（ピーク照度）
を表示します。
■Accum Irradiance
X1・X2カーソルの範囲内の積算光量を表示します。
■X Scale
Sampling Rateによって、レンジが変わります。
Normal Speed⇒500ms,1s,5s,10s,30s,1min,2min,5min,
                         10min　（X軸最大300分）
High Speed     ⇒100ms,500ms,1s,5s,10s（X軸最大300秒）

■Y Scale
測定レンジによって、レンジが変わります。(単位:mW/cm2)
Lレンジ　 ⇒0.01,0.10,0.50,1.00,5.00,10.00
Mレンジ  ⇒0.1,1.0,5.0,10.0,50.0,100.0
Hレンジ   ⇒1,10,50,100,500,1000

BladeN
avi

の

使
用
方
法

26 Copyright © 2020, USHIO INC. All Rights Reserved. DOC1050920-03



は
じ
め
に

取
り
扱
い
上
の

ご
注
意

概
要

製
品
の
特
長

測
定
器
の
構
成

シ
ス
テ
ム
構
成

本
体
各
部
名
称

ご
使
用
の
前
に

ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル

測
定
方
法

BladeN
avi

の

使
用
方
法

ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

保
証
と 

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

仕
様

免
責
事
項

そ
の
他

8  Setting画面 

	 Setting画面には、以下の主な設定項目があります。

項目 説明

■Cal Wavelength UIT-θLEDのみ設定可能です。（UIT-θ365の場合は選択不可となります。）
ご使用になるLED光源の波長に合わせて校正波長を“385nm”，“395nm”，
“405nm”，“450nm”より選択いただけます。

■Cal Coefficlant 照度表示値を補正する機能です。
設定については、”6.校正Calについて”を参照ください。

■Mes Range 本体の測定レンジ切替スイッチに合わせて、測定レンジを設定します。
レンジ切替については、”2-2.測定レンジ切替”を参照ください。

■Sampling Rate ロギング測定のサンプリングレートを設定します。
例：“512Hz”は、1秒間に512回のタイミングで測定します。

■Sleep Setting time ロギングスタンバイモードからスリープモードへの移行時間を設定します。
例：“5min”はロギングスタンバイモード時に照度0状態が5分以上続くとスリープ
する設定です。

■Logging Delay Time
　
■Continuous Logging

ロギング測定開始の時間閾値を設定します。
ロギングスタンバイモードで、一定以上の光が連続で時間閾値の間検出されるとロ
ギング測定を開始します。
時間閾値は、1～255の整数値で入力し、1単位が0.1secです。
Continuous Loggingのチェックボックス☑にチェックをいれると、ロギングスタ
ンバイモードを経ずにロギング測定を開始します。

■Create　
Maintenance　File

通常は使用しません。
診断用ファイルの出力。本体のトラブルでお問い合わせ頂く際、本機能で保存した
ファイルを提供頂くと診断がスムーズに進みます。

BladeN
avi

の

使
用
方
法
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ト
ラ
ブ
ル

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

［症状１］ロギングできない
考 え ら れ る 原 因 処 置

スリープモードになっている スリープ解除ボタンでスリープを解除してください。

バッテリ残量が不足している 付属のUSBケーブルでPCと接続し充電してください。

エラーが発生している アプリケーションと接続してエラーが出ている場合は解除してください。

その他の異常 使用状況などを控え、弊社までご連絡ください。

［症状２］スリープしない
考 え ら れ る 原 因 処 置

PCと接続している USBケーブルでPCと接続している間はスリープしません。

入光（光を検出）している 光を検出している間は、スリープしないので、照度値が０になるような状態で
放置してください。

p.27 「Continuous Logging」の設定に☑が
入っている

入光しない状態でもスリープしなくなるので☑を外してください。

その他の異常 使用状況などを控え、弊社までご連絡ください。

［症状3］	 照度値が異常（大きい もしくは 小さい）
考 え ら れ る 原 因 処 置

バッテリー残量が不足している（ロギング測定時） バッテリー残量が不足していると異常値を示すことがあります。USBケーブル
でPCと接続し充電してください。

校正CAL値の設定が間違っている 校正CAL値に”1”以外の値が入力されている。

光学素子が破損、又は、劣化している 校正、又は修理をお申し込み下さい。

内部パラメータの破損 内部パラメータが破損している可能性があります。使用状況などを控え、弊社
までご連絡下さい。

トラブルシューティング（本体）

［症状４］充電できない（4時間以上PCと接続しても充電残量が増えない）
考 え ら れ る 原 因 処 置

電池の消耗、異常 修理をお申し込み下さい。

［症状5］電池の消耗が速い
考 え ら れ る 原 因 処 置

「スリープしない」状態になっている [症状２]スリープしないを参照下さい。

電池の消耗、異常 修理をお申し込み下さい。

［症状6］	 リアルタイム測定で照度がでない
考 え ら れ る 原 因 処 置

接続不良 受光器とケーブルの接続部で接続不良になっている場合があります。

［症状7］本体を振ると音がする
考 え ら れ る 原 因 処 置

光学素子、内部回路が破損している 修理をお申し込み下さい。
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［エラーメッセージ］Connect Error（ポップアップ警告）
現 象 動 作 時 の 検 出 条 件 想 定 原 因 復 旧 手 段

ロ ギ ン グ リ ア ル タ イ ム

BladeNaviの「Connect」
ボタンクリック時に発生す
る場合があります。
照度計本体とBladeNavi
間の通信エラーが発生して
います。

（通信が開始できない）

○ ○

BladeNaviが照度計本
体のシリアルポートを認
識/接続できない。

①一度ソフトで［Disconnect］作業を行い
ます。そのうえで再度USBの抜き差しを行い
改めて接続ボタンをクリックしてください。
②それでも接続できない場合はパーソナルコ
ンピュータの再起動を行い再接続してください。
③USBケーブル断線、照度計USBコネクタ
の異常がないか確認してください。
④接続先のパーソナルコンピュータのUSBポー
トに異常がないか確認してください。

トラブルシューティング（アプリケーション）

［エラーメッセージ］Communication Error（ポップアップ警告）
現 象 動 作 時 の 検 出 条 件 想 定 原 因 復 旧 手 段

ロ ギ ン グ リ ア ル タ イ ム

BladeNaviと照度計本体
が接続されている時に発
生する場合があります。
照度計本体～BladeNavi
間の通信エラーが発生。

（通信確立後に通信が正常
に行えなくなった）

○ ○

①接続解除を行わずに照
度計本体をパーソナルコ
ンピュータから外した。
②USB接続の異常（USB
ケーブル断線、本体USB
部故障、接続先パーソナ
ルコンピュータのUSB端
子の異常など）

①一度ソフトで［Disconnect］作業を行い
ます。そのうえで再度USBの抜き差しを行い
改めて接続ボタンをクリックしてください。
②それでも接続できない場合はパーソナルコ
ンピュータの再起動を行い再接続してください。
③USBケーブル断線、照度計USBコネクタ
の異常がないか確認してください。
④接続先のパーソナルコンピュータのUSBポー
トに異常がないか確認してください。

［エラーメッセージ］Memory Error（ポップアップ警告）
現 象 動 作 時 の 検 出 条 件 想 定 原 因 復 旧 手 段

ロ ギ ン グ リ ア ル タ イ ム

ロギング測定中において照
度データのメモリ（FRAM）
への書き込み処理中の異
常発生 ○ ×

①FRAM書き込み後の
照合処理でエラーが発生
した場合。
②IC（FRAM、周辺制御
回路）の故障。

修理をお申し込み下さい。

［エラーメッセージ］Temperature Error（ポップアップ警告）
現 象 動 作 時 の 検 出 条 件 想 定 原 因 復 旧 手 段

ロ ギ ン グ リ ア ル タ イ ム

照度計内部に搭載の温度
センサが60℃を検出した。 ○ ○

外部温度ICのALERT出
力が規定時間継続した場
合。

本体を冷却してください。
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［その他]
現 象 想 定 原 因 復 旧 手 段

接続できない 接続エラー 受光器をパーソナルコンピュータから外し、アプリケーションを切断状態にしてから受
光器を取り付け接続します。

Windowsのバージョンと本体のソフトウェアのバージョンがあっていない場合があります。
弊社サービスまでご連絡ください。

充電が0のまま 接続中 接続して受光器を認識するまで1分程度かかる場合があります。

データが取り込めない 測定不良 光を照射してもデータが取れていない場合は、回路の動作不良です。

“0”のみのデータが保存さ
れる

「Continuous 
Logging」の設定に☑が
入っている

照度“0”もロギングされるため、チェックボックスのチェックを外してください。

保存できない データなし データが無い場合は、保存できません。

読み出しできない 読み出すファイルの中身
のフォーマットが一致し
ていない

フォーマットが一致していないと読み出せません。
BladeNaviSE（セカンドエディション）以外のファイルは使用できません。

グラフが表示されない データなし 取り込み時にデータが無い場合は、グラフは表示されません。

スケール スケールを小さい値に設定している場合は、全体表示ができません。
スケールを大きくしてください。

スクロール スクロール位置が後ろにある場合は、スクロールバーを動かして先頭に移動してください。

ウインドウが消えた 最小化 ウインドウの一部が表示されない場合は最小化されています。
履歴からウインドウ名を選択してください。

リアルタイム表示モードが
停止した

自動停止 サンプリングレートのロギング最大時間以上になると自動停止します。

High Speedでロギング
できない

θ本体が旧バージョン品 θ本体のソフトウェアが旧バージョン品のため、HighSpeedでロギングできません。

トラブルシューティング（アプリケーション）
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保証とアフターサービス

	 保証期間
		  1）	本製品の保証期間は弊社出荷後1年間とします。ランプ等の消耗品は別途仕様書にて設定致します。
		  2）但し、発煙・発火・人身事故等の原因となり得る重大な瑕疵が有った場合には、p.39「その他　3）」記載
			   の条件に従い、保証致します。
 

	 保証範囲
	 1) 保証期間中に弊社の責任による不具合が発生した場合は、無償で修理させていただきます。但し、次に該当
	     する場合は、保証の範囲から除外させていただきます。

		  ①取扱説明書、メンテナンスマニュアル、別途取り交した仕様書などに記載された以外の不適当な条件・環境・
		     取り扱い・使用方法に起因した不具合。
		  ②お客様の装置と何らかのインターフェースが存在する場合の、お客様装置に起因した弊社製品の不具合。
		  ③装置仕様取り交し以前に、お客様からご提示いただかなかった使用環境、使用方法に起因した不具合。
		  ④弊社以外による改造、修理に起因した不具合。
		  ⑤取扱説明書、メンテナンスマニュアルなどに記載されている、保守部品、消耗部品の交換、及び保守作業
		     が実施されていたならば防止できたと確認できる不具合。
		  ⑥弊社指定の保守部品、消耗品以外の部品を使用したことに起因する製品の不具合。
		  ⑦弊社出荷当時の技術水準では予見が不可能だった事由による不具合。
		  ⑧火災、地震、水害などの災害及び電圧異常など弊社側の責任ではない外部要因による不具合。
		  ⑨お客様と別途取り決めた以外の日本国外の法規制及び安全規格（CE、UL、CSA等）に準拠しないことに
		     起因する不具合。

	 2)製品の瑕疵又は不具合から生じ又はこれに起因する損失又は損害に関するお客様の救済手段及び弊社の責任
         は、上記 「保証範囲」１）に定める製品の無償での修理に限られるものとします。弊社は、製品の故障や瑕疵
         又は不具合から生じ又はこれに起因する全ての付随的、結果的、間接的又は副次的損害（お客様装置の損傷、
         お客様製品の損傷を含むがそれらに限定されない）、機会損失、逸失利益等につき、それが保証違反、過失
         その他に起因するかどうかにかかわらず、いかなる責任も負いません。
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保証とアフターサービス

	 修理
		  故障と判定されたり、不明な点があります場合は、型名, 製造番号，および症状をできるだけ具体的に弊社
		  までご連絡ください。改造が加えられている場合は修理をお断りすることもありますので予めご了承ください。
		  なお、本製品の修理の受付は、「その他」に記載の規定に従い対応させていただきます。

	 校正（照度計本体）
		  測定精度を確保のため、６ヶ月に１回校正を行うことをおすすめします。

  ＜修理・校正のお問合せ先＞
     ウシオ電機株式会社
     カスタマーサービスセンター営業課 UIT修理・校正担当者 宛て
     TEL.045-901-2642
     FAX.045-901-2607
     修理、校正でご不明な点等がございましたら、上記連絡先または担当営業宛てにご連絡お願い
     いたします。
     受付は営業日の9：00～17：00です。
     緊急時以外の部品発送は、営業日の受付時間内に限らせていただきます。

	 ご相談になるときは次のことをお知らせください。
		  ・型式
		  ・シリアルNo.
		  ・ご購入年月日
        	 ・故障の状況（できるだけ具体的に）
			   ・ご使用履歴（できるだけ具体的に）

保
証
と 

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
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	 弊社サービス体制
		  弊社のサービス体制は以下の内容であります。
			   1) サービス関連組織と担当業務
				    ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ営業部・・・・お客様窓口
				    ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ技術部・・・・点検、修理などの出張作業
							       　　   装置トラブル時の電話対応

			   2) サービス受付
				    連絡先は、下記サービス部門連絡先一覧を参照ください。

				    ウシオ電機株式会社　サービス部門連絡先一覧
国・地域 拠点 電話番号 FAX番号

日本 横浜 045-901-2509 045-901-2607
+81-45-901-2509 +81-45-901-2607

姫路 079-252-6565 079-252-2550
+81-79-252-6565 +81-79-252-2550

E-mail　techsup@ushio.co.jp
台湾 台北 +886 2-2312-3358 +886-2-2312-3858

韓国 ソウル +82 2-587-1115 +82 2-587-1118
中国 上海 +86 21-6841-1135 +86 21-6841-1150

深圳 +86 755-8207-0162 +86 755-8207-0161
北京 +86 10-8441-8375 +86 10-8441-837
成都 +86 28-8526-8548 －

					     受付は営業日の9：00～17：00です。
					     緊急時以外の部品発送は、営業日の受付時間内に限らせていただきます。
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仕様（本体）
UIT-θシリーズ 本体仕様
外形寸法※8 90（91）※4×25×4.9 (mm) 

重量 約25g

電源
・リアルタイム測定時：USBバスパワー
・ロギング測定時     ：リチウム二次電池

バッテリー動作可能時間 約1.5時間 ※5

使用環境 温度・湿度 0〜50℃・70％以下

測定

機能 ロギングモード／リアルタイムモード／スリープモード

サンプリングレート 512/500/100/32/10 Hz （専用ソフト上で切換）

最大記録データ数 123,850（100Hzサンプリング時最大20分）

受光部 受光部仕様参照

外部インターフェース※6 ｍicroUSB（Type B)

アプリケーションソフト対応OS※7 WIndows１０

※4	 　�（）はUSBカバー装着時。
※5	� 　この数値は電池が新品で、かつ満充電状態での値です。また、あらゆる条件下でこの数値を保証するものではありません。
※6   　UIT-θを接続するためにパーソナルコンピュータ側でUSBが1ポート必要です。
        　（USBはハブなどを介さず直接パーソナルコンピュータに接続してください。）
※7　　2019年12月現在。Mac OSには、未対応です。
※8　　センター値です。詳細な寸法、公差に関しては、弊社営業へご確認ください。

仕
様

ご注意

ここに掲載した製品の仕様は改良等の理由により予告なしに変更することがありますので、　　　
ご了承ください。

8

12
.5
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仕様（受光部）
UIT-θ365 受光部仕様
感度波長域(nm) 345～385

絶対校正波長(nm) 365

校正精度(出荷時) ±5％

受光部温度 0-50℃（照射による温度上昇含む）

受光径(mm) φ3

非直線性 フルスケールの±1％以内

照度測定範囲※9

(mW/cm2)

H: 0〜9,999（分解能 １）

M: 0.0〜999.9（分解能 0.１）

L: 0.00〜99.99（分解能 0.0１）

分光感度特性（代表値）

角度依存性（代表値）

仕
様
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UIT-θ365

cosθ

※9 　照度測定範囲は、瞬間的に測定できる範囲であり、連続測定可能範囲ではありません。
　　　受光部にUV光の照射を続けると内部の光学部品が劣化し、照度値が本来の値に比べ低く表示されてしまいます。
　　　そのため定期的に校正いただくことを推奨いたします。
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仕様（受光部）
UIT-θLED 受光部仕様
感度波長域(nm) 380～450 (相対強度90%以上)

絶対校正波長(nm) 385 / 395 / 405 / 450

校正精度(出荷時) ±5％

受光部温度 0-50℃（照射による温度上昇含む）

受光径(mm) φ１

非直線性 フルスケールの±1％以内

照度測定範囲※9

(mW/cm2)

H: 0〜20,000（分解能 １）

M: 0.0〜2000.0（分解能 0.１）

L: 0.00〜200.00（分解能 0.0１）

分光感度特性（代表値）

角度依存性（代表値）
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※9 　照度測定範囲は、瞬間的に測定できる範囲であり、連続測定可能範囲ではありません。
　　　受光部にUV光の照射を続けると内部の光学部品が劣化し、照度値が本来の値に比べ低く表示されてしまいます。
　　　そのため定期的に校正いただくことを推奨いたします。
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免責事項
	 以下の場合に関して、弊社はいかなる場合も責任を負いません。
 		  ・	� 取扱説明書、カタログ、技術資料などに記載されている内容以外の条件・環境・取扱い・使用方法に起因し

た故障の場合。
		  ・	 弊社以外において修理・改造を行った場合。
		  ・	 お客様の装置または、ソフトウｪアの設計内容など弊社製品以外に起因した故障の場合。
		  ・	 天災・災害など弊社の責ではない外部要因による故障の場合。
		  ・	 本製品の使用または、故障によりお客様での二次災害（装置の損傷、機会損失、事業利益の損失等）発生の場合。
		  ・	 弊社出荷当時の技術水準では、予見が不可能だった事由による故障。
		  ・	 本アプリケーションのご利用において生じた利用者の損害について、弊社は一切の責任を追わないものとします。
		  ・	 予告なく内容の全体または一部を修正・改訂することがあります。
		  ・	 本アプリケーションのダウンロード・導入はお客様の責任においておこなっていただきます。
		  ・	� お客様と別途取り決めた以外の日本国外の法規制および安全規格（CE、VL、CSA等）に準拠しないことに

起因する不具合

免
責
事
項

そ
の
他

その他
	 1）	 弊社製品の修理にあたっては、一定時間製品の稼働を停止していただきます。修理実施日は原則として、弊
			   社提案日又は以下の期間内におけるいずれかの日としていただきますようお願い致します。
				    半日程度の修理時間	 :	 弊社提案より1週間以内
				    １日程度の修理時間	 :	 弊社提案より2週間以内
				    それ以上		  :	 弊社提案より1ヶ月以内
	 2）	 弊社製品の修理実施を合意したにも関わらず、お客様のご都合により実施できないまま、実施予定日から1ヶ
			   月以上経過した場合、修理部分に関わる一切の責任を弊社は負担できません。
	 3）	 弊社製品の修理は、製品出荷後10年以内のものに限りお受けしております。
			   但し、当該期間内であっても、製品生産中止から既に7年以上経過している場合は、当該製品の重要部品が
			   調達・修理不可能として修理をお断りする事があります。
	 4）	 弊社製品にパーソナルコンピュータやその周辺機器等の完成品が含まれている場合の当該完成品の保証条件
			   については以下とさせて頂きます。
			   ・当該完成品の製造メーカによる保証期間内は、弊社経由にて修理をお引き受け致します。
			   ・当該完成品の製造メーカによる保証期間終了後は、弊社出荷後10年以内で弊社に当該完成品の保守部品
			     の在庫がある場合は、修理をお引き受け致しますが、当該完成品の保守部品の在庫がない場合は、別途
			     上位互換機との交換にて修理対応致します。この場合、弊社製品を改造する事が予想され、修理には相当
			     の時間が必要となることから、当該完成品のうち特にパーソナルコンピュータやその周辺機器等につきましては、
			     お客様にてバックアップ用にパーソナルコンピュータやその周辺機器等を購入いただくことを推奨いたします。
	 5）	 3）但し書き、および4）以外の製品につきましても、何らかの理由により重要部品が調達・修理不可能となり、
			   弊社製品の修理に重大な影響が発生した場合、当該期間を短縮する事があります。その場合はご連絡申し
			   上げます。なお、弊社の責に帰すべき事由により当該期間内に修理ができなくなった場合は、お客様償却基
			   準による残存簿価と10年定率法で償却した場合の残存簿価を比較し低い額相当で現品を引き取らせて頂きます。
			   これをもって修理・メンテナンス期間終結とさせて頂きます。

37Copyright © 2020, USHIO INC. All Rights Reserved.DOC1050920-03


